
 

 

法定福利費を内訳明示した見積書の活用等による 

法定福利費の確保に向けた関係者の更なる取組の強化について（案） 

  

第 4 回社会保険未加入対策推進北海道地方協議会の開催に当たり、これまでの

全国協議会における申し合わせ並びに北海道地方協議会における申し合わせを踏

まえつつ、法定福利費の確保に向けた関係者の更なる取組の強化に向けて、以下

のとおり申し合わせます。 

 

・ 元請企業は、受注時における適正な法定福利費の確保に努めるとともに、

下請企業が法定福利費を内訳明示した見積書を提出しやすい環境を構築する

ため、法定福利費を内訳明示した見積書の提出について、下請企業に対する

見積条件に明示します。 

 

・ 下請企業は、建設労働者について、雇用者と請負関係にあるものを明確に 

区分した上で、自ら雇用する建設労働者を適切な保険に確実に加入させると

ともに、請負関係にある者に対しても同様の対応を行うよう指導を強化しま

す。また、下請企業は、注文者（元請企業又は直近上位の下請企業）に対し

て法定福利費を内訳明示した見積書を確実に提出します。そのためにも、自

社の経理を明確化します。再下請負人に対しては、法定福利費を内訳明示し

た見積書の提出を促し、それを尊重します。 

 

・ 関係行政機関は、法定福利費を内訳明示した見積書の活用を促進し、法定

福利費の確保を含めた社会保険未加入対策の推進に係る取組を実効あるもの

とするための関係者への働き掛けを積極的に展開します。 

 

平成２７年３月３日 

社会保険未加入対策推進北海道地方協議会 
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